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English for ScienceⅠ 科学論文の基本的構造を理解することを目標とする。全体的構造における
個々の部分、すなわち、いわゆるIMRD（Introduction,Methodology,Re
sults,Discussion)がどのような働きを持っているかということの基本的
理解から始まり、各部分でどのような英語が用いられているかを検証する。
最終的には、自分で論文を執筆できるようにすることが目標となる。

English for ScienceⅡ Enlgish for Science Ⅰで学んだ知識を基に、実際の科学論文を講読す
ることによって科学論文により親しむことを目標とする。
専門分野の論文を担当教員の手ほどきにしたがってきちんと読み、内容を
理解し、当該分野の最新情報を入手できるようになることを目指す。

生命と倫理 ゲノム計画など生命科学の急速な進歩、遺伝子操作やクローン動物などバ
イオテクノロジーの台頭などのために新たに生じたヒトの生や死に関わる
倫理的な問題、生命観の再構築、さらに実験動物の生命権など生命に関す
る新しい価値観の問題を取り上げる必要が生じてきた。これらの問題を扱
う新分野はバイオエシックスBioethicsと呼ばれる。
また、生命科学の研究には多くの制約（規制）がある。研究成果について
もクローン人間のように技術的に可能でも実施は許されない事もある。生
命科学の研究は、これらの問題を念頭に置いて計画、準備されなければな
らない。また、生命科学部の卒業生はこれらの問題が問われたときに、こ
の分野の専門教育を受けた科学技術者としての立場から自分の考えを述べ
なければならない。さらに、研究に伴う倫理問題も重要であり、科学、研
究、技術社会についても考察する。本講義は、そのための基礎知識を提供
することを目的としている。

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

食品衛生学 食は生きるために必須である。より健康な生活の維持のために、その安全
の確保、および、食と健康との関係の正しい理解は極めて重要である。ま
た、食は、人類の文化の、重要な要素の一つである。美味しさのある生活
は、我々の人生を豊かにする。健康、安全、そして美味しさについて、食
は科学的にどのように追求されているのであろうか。
この講義では、食の安全について考える。食中毒だけでなく、遺伝子組換
えやクローン技術などの新技術の導入で、我々の食生活の安全性の考え方
も従来とは大きく変わってきている。健康に対する影響を科学的な知識で
もって判断する力をつけることを目標にする。

神経生物学Ⅰ 我々の行動は、脳（神経系）の働きによって制御されている。ヒトの脳に
は千億もの神経細胞が存在し、シナプスを介して他の神経細胞と連絡し、
機能している。本講義は、神経系の働きを解明する研究、神経科学研究の
理解のために必要な基礎的知識を学ぶことを目的とする。
まず神経系の研究とは何かを概説してから、神経系を構成している細胞
（神経細胞とグリア細胞）のかたちと働き、シナプスと神経伝達のメカニ
ズムなどの基礎的知識を整理し、その上で神経系のかたちと機能を解説す
る。さらに、様々な動物の行動とその行動を引き起している神経系の働き、
感覚を受容する機構などを解説することにより、神経系がどのようにして
機能を発現しているのか、その原理を理解する。

薬理学概論 頭が痛い時には頭痛薬、風邪をひいたら風邪薬、症状によってヒトは薬を
用いる。なぜ薬は効くのか？　薬が「いつ、どこで、どんな、作用をもた
らすのか」　を理解するために、薬物が生体にもたらす影響や作用部位・
機序について学習し、薬理学に関する基礎的知識の習得を目指す。
主な項目は次のとおりである：薬が作用する仕組み、薬の有害作用と注意
点、脳・神経系に作用する薬、麻酔薬、循環器系に作用する薬、呼吸器系
に作用する薬、消化器系に作用する薬、内分泌・代謝系に作用する薬、抗
炎症薬、抗感染症薬、抗腫瘍薬、特殊な薬。

授業科目の概要
① 分子生命科学科
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生物物理学 電気泳動によってタンパク質分子量を求めたり、吸光度を測定して濃度を
求めたり、反応速度の解析をしたりという基本的な操作は、生命科学分野
で日常的に行われている。こうした方法の原理を理解して、その取扱いと
限界を理解することは研究を進める上で不可欠である。
この講義では、その原理と実際を理解することを第一の目的として講義と
演習を行う。第二の目的は生物物理学分野での研究の発展の一端に触れる
ことである。この分野の最新の技術でどのように何がわかるのかを演習形
式をふんだんにとりいれ講義を行う。

分子生命科学実習 3年次の生命科学実習は全学科共通の項目と各学科別実習からなる。
共通項目は次のとおりである：酵素と蛋白質、蛋白質の立体構造、遺伝子、
生体情報、細胞培養、発生分化、有機合成、天然物の分離精製。
また遺伝子に関しては次の項目を演習課題を行う：遺伝子操作、サザンブ
ロッティング、PCR、DNA のシークエンス。
学科別実習の項目は次のとおりである：部位特異的変異、遺伝子多型。

生命科学特講 研究室のテーマや関連する研究内容について、英語論文を読解し、その論
文内容を発表する。卒論学生は何処が面白いのかを明確に理解すると共に、
その要点を正確に伝えられるように指導される。さらに教員、大学院生か
らの質問に対して的確に答えられるよう指導される。プレゼンテーション
についても指導を受ける。

ゼミナール 教員、大学院生、卒論学生が参加して行なう。テーマに沿って、第一に研
究の背景と内容についての理解するために、論文調査等を行なう。その後
目的達成のためにどのような方法が良いかを検討し、実際に行なった実験
の方法と結果の検証、結果に関する考察、今後の進め方を議論する。卒論
学生は発表し、議論に加わる事により、論理的思考力と問題解決能力を培
う様に指導される。また、プレゼンテーションの技法を修得する。

卒業論文研究 卒論学生は研究テーマが与えられると、そのテーマの遂行のために必要な
実験手技および種々の測定機器などの装置類の操作法を体得しなければな
らない。そのための実験操作に付いては、初期の段階できめ細かく指導を
受ける。一定の技術が身についたところで本格的に実験を開始するが、実
験技術のさらなる向上のためにも、常に実験指導を受ける。研究の内容に
よっては、毎日でも実験データを教員と共に解析したり、新しい取り組み
の方法などの検討をする。最後に一年間の研究の成果をまとめ、公開で口
頭発表を行なう。
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科
　
目

総
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科
　
目

バイオ情報科学 バイオインフォマティクスは、生命科学と情報科学の境界領域の学問分野
である。1990年代のヒトゲノム計画の進行や、その後のポストゲノム研究
の流れから、大量のデータが生み出されてきた。世界的規模で蓄積された
巨大なデータベースの中から、意味のある生物情報をいかに取り出し、新
たな学問分野を創出するかが、今後の課題となっている。
本講義では、このようなバイオインフォマティクスの概要と、その基礎と
なる情報科学の基本概念を取り扱う。またC言語実習を行ってプログラミ
ング能力を育成する。

外国文学 日本では、理系・文系と学問を大きく二つに分けることが一般的であるが、
国際的にみるとあまり広く行われていることではない。この授業では、一
見、無駄かな、必要ないよね、と思うことの中に、実は将来有効になって
くるものがたくさんあること、自分の日常における物事の見方や考え方、
何かのヒントになることがたくさんある、ということの体験を目的とする。
今年度は、ミュージカル演劇という分野を取り上、物語、音楽、詩がどの
ように融合し、時代や国を超えた普遍的なテーマを、1 つの作品として作
る上げていくのか見て行く。普段あまり接する機会のないものから、どん
なことを見つけることができるのか、一緒に探っていきたいと思う。
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生命科学知財論 生命科学の領域で見いだされる発見や知識は、日々新たな情報として公開
されている。このような知識情報は、生命科学者の知的好奇心をかき立て
るだけでなく、身の回りの物やサービスの生産、流通と消費に関わる。経
済的に価値のある生命科学関連の知的情報は知的財産として保護され、時
として莫大な利益を生み出す。
生命科学部を卒業・修了し、社会の中で活躍する上で、知的財産権に関す
る理解が必要不可欠になることが多い。実社会で活躍するための基礎とし
て、知的財産権の特徴を把握しその基礎スキルに接近するように講義は立
案されている。

言語と
コミュニケ―ション論Ⅰ

いわゆる科学英語から離れ、文化教養を高めることを目的とする。本講義
では世界遺産について英語を通して学ぶこととする。英語というツールを
用いて、人類の宝である世界遺産について理解を深めるとともに、英語力
の増進をはかる。講義は基本的に英語で行われる。

言語と
コミュニケ―ション論Ⅱ

ますますグローバル化する社会において就職、進学、いずれの道を選ぶに
せよ英語のpresentation skill は必須である。
本授業では、教科書に沿って短いスピーチから始め、最終的には自分で書
いた原稿を、プレゼンテーションソフトを使って発表する。英語で情報を
収集し、レポートにまとめ、口頭発表が出来るようになる。 使用する素
材は理系のものではなくポピュラーカルチャーに関するものとする。

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

免疫学 我々の体内の免疫システムは、自己と非自己を識別して“ 非自己” を排除
する重要な役割を担う。講義では、免疫細胞や組織、免疫に関わる分子、
免疫応答とその調節等を概説し、外敵を認識し排除するメカニズムを学習
する。さらに生命科学の実験で用いられる免疫学的な手法についても解説
する。
主な項目は次のとおりである：研究の流れと免疫学の概念、免疫系の組織
と細胞、自然免疫、獲得免疫、細胞性免疫応答、体液性免疫応答、獲得免
疫の動態、粘膜免疫、アレルギーと過敏反応、自己免疫と移植免疫、免疫
学の応用。

感染医科学 近年、医学・医療は飛躍的な進歩をとげたにもかかわらず、感染症はいま
だに人類の生命や健康にとって最大の脅威である。本講義では微生物学の
知識を基盤として、感染症を引き起こす病原体についての基礎知識と宿主
による生体防御機構について概説する。さらに感染症に起因する癌や慢性
疾患、および感染症の治療薬についてもとりあげる。
主な項目は次のとおりである：感染医科学の変遷、感染性微生物の種類と
特徴、感染の成立と発症、感染に対する宿主応答、ウイルス感染症、免疫
不全症と感染、後天性免疫不全症候群、慢性感染症と疾患、感染症の治療、
多剤耐性菌。

腫瘍医科学 白血病や癌・肉腫など、悪性腫瘍は、日本人の高齢化に伴って、死因の
30%を占める。現在までに多くの研究がなされ、非常に多くの知見が積み
重ねられてきた。しかし、有効な予防法につながるような「発がんの本
質」は解明されていない。限局した早期がんで見つかれば外科切除で根治
可能であるが、浸潤転移へと進んだ状態で見つかれば放射線治療や薬物療
法では根治は期待できない。悪性腫瘍の本質の解明と治療法の開発は、生
命科学において極めて挑戦的な課題である。
本講義では、腫瘍生物学の現状に関して総合的な基盤知識の習得を目指す。

発生生物学 ヒトの一生は受精卵に始まり、次の世代には新たな受精卵のみが伝わる。
この関係は時間を遡っても変わらず、元を辿っていくと結局最初の細胞に
行き着くことになる。つまり発生現象は歴史の産物と言え、それは近年の
遺伝子研究によって一層明確になった。このような観点から、ヒトの発生
を中心におき、一見多様に見える発生過程から共通の要素を見出し、進化
に伴いどのように発生過程が変化していったかを考える。



̶ 241 ̶

① 分子生命科学科

応
用
生
命
科
学
科

生
命
医
科
学
科

分
子
生
命
科
学
科

教
職
科
目

Ⅲ
3
〜
4
年
次
科
目 

授
業
概
要

科目区分 授業科目の名称 講 義 等 の 内 容

選
　
　
択
　
　
科
　
　
目

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

遺伝子工学Ⅱ・
遺伝子治療学

遺伝子組換え、DNA マイクロアレイ、SNP 解析、RNAi、遺伝子治療な
ど日常の生活の中にも遺伝子を取り扱った話題が多くなってきている。
本授業では、遺伝子のクローニング、遺伝子の発現と機能解析、個体での
遺伝子操作と機能解析など遺伝子工学Ⅰで学んだ基本的技術を基に、より
高度な最新のバイオテクノロジーを学ぶ。こうした技術は、分子生物学な
どの基礎研究の基盤になるだけでなく、遺伝子治療、再生医療等の臨床応
用にも重要な技術である。

応用分析化学Ⅰ 超微量の環境汚染物質を環境試料から計測するためには高度な分析技術が
要求される。そのためには分析対象となる環境汚染物質の特性を十分理解
し、また試料の性質も把握した上で計測方法の理論に関する知識を習得す
ることが必要である。
本講義では大気、水、土壌、生物試料など環境試料を対象に、基礎的な理
論を理解し、法令等に定められている分析方法について説明する。

応用微生物学 微生物の利用は食品産業、化学工業、医薬品開発、農業、環境保全など極
めて広範な産業分野で行われ、現代社会において我々の生活は微生物の利
用抜きでは考えられない。講義では、これまでの微生物利用の経緯と現状、
課題を概説し、微生物の新規な機能を利用していくために必要なメカニズ
ムを理解することを目的とする。
主な項目は次のとおりである。アミノ酸発酵の原理、ヌクレオチド発酵、
高分子発酵、核酸合成阻害物質、生理活性物質の生産、バイオアッセイ。
微生物酵素、異種タンパク質生産、微生物農薬、抗生物質の生産。

放射線生物影響論 放射線は社会のさまざまなところで利用されており、ルールに従って扱え
ばこわいものではない。この講義では、国家試験の中でも特に難しい第一
種放射線取扱主任者試験に配慮するとともに、生命科学における放射線利
用に必要な知識の習得を目指す。
研究等で利用する人はもちろん、誰でも病気の診断や原子力発電などで関
係がある。放射線に関してしっかりした知識を持つ社会人となるための知
識習得も目指す。

環境生態学 生物の保全のためにはその生物の保全だけではなく、その生物を取り巻く
環境とその生物に影響する生物群集を考慮しなければならない。この観点
からサクラソウの保全生態学を紹介する。違った環境での生物の適応放散
についてマイマイガを材料に変動環境への適応を考慮に入れた研究を紹介
する。
研究への取り組み方とそれを発展させてゆく過程を紹介し、研究という作
業に必要な要件を理解する。最後に生態系でのエネルギーの流れを地球環
境保全の観点から紹介する。

環境生理学 生物は外部の環境状態を適切に判断し反応することによって、生体内の恒
常性を保っている。本講義では、生物、化学、そして物理的な環境要因の
変化を生物に与える環境ストレスとしてとらえ、環境ストレスに対する野
生生物を含めた動物の応答と適応機構を個体、細胞、分子レベルで理解す
ることを目的とする。
環境因子変動の受容と細胞内情報伝達、それら環境因子の変化によって誘
導されるタンパク質の性質と誘導機構について、内分泌撹乱化学物質、温
度、光、酸素、圧力などを例としながら講義を進める。動物の生存戦略が
環境要因に深く係わっていることを分子レベルで理解する。
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環境工学 地球環境問題をはじめとした水質、大気、土壌の環境汚染実態を広く理解
し、その背景や問題点、課題などを抽出する。その基礎となる地球化学的
な物質循環や生態工学の概論を説明する。こうした基礎知識のもとに、具
体的な水質、大気の汚染制御方法を学ぶ。
主な項目は次のとおりである：地球環境問題、水質、大気、土壌汚染の実
態、地球化学的な物質循環、環境基準の考え方、環境アセスメント、ダイ
オキシン類問題、浄水処理プロセス、排水処理システム、排ガス処理シス
テム、土壌汚染の浄化システム。

蛋白質工学 任意の機能や性質をもったタンパク質を自由自在にデザインすることがで
きれば、医学や産業への貢献は計り知れない。しかし、現状ではそれは夢
である。我々はタンパク質の性質、構造や機能が構築される原理をもっと
理解しなければならない。それを知るためには、どのように解析するのか。
新しいタンパク質はどのようにデザインし生産するのか。タンパク質の性
質はどのように改変することができるのか。蛋白質工学の基礎と応用につ
いてPBL形式で講議を行なう。

進化系統学 現在地球上で見られる多様な生物は、地球誕生の後、生命が生まれてから
の30億年以上の長い進化の歴史の産物である。それは人類も例外ではない。
また進化は、分子（DNA、タンパク質等）、細胞、から個体、集団の様々
なレベルで、それぞれの生物を形作ってきた。進化の基本はダーウィンに
よってまとめられた自然選択によって説明されるが、その基盤として分子
レベルの進化も重要である。
本講義では、進化学の現在における考え方、研究法について主に分子進化
学の観点からのべ、合わせて地球上での生命の進化の歴史について解説す
る。

多様性生物学 温泉や火山の熱水中にも、南極や北極の氷の中にも、乾燥した灼熱の砂漠
にも生命は存在する。長い地の歴史の中で、生物はさまざまな環境に耐え
変化してきた。生物多様性のゆえんである。しかし今日、人類の活動範囲
の広がりによって環境が変化し、生物の多様性が失われつつある。
生物がどのように多様なのか理解し、多様性の大切さを知ること、さらに
どのようにしたら多様性を維持できるのかについて考えることがこの講義
の目的である。

環境毒性学 ヒトの健康維持には、良好な生活環境、さらに、食事、運動および睡眠な
どの生活習慣を適切に保つことが重要である。環境の悪化や急激な変化、
さらに、不適切な生活習慣が疾病発症の誘因となることも知られている。
本講義ではとくに、生活環境の悪化に関わる毒性物質がヒトを含めた生物
に影響を及ぼす機構について、基礎的な内容から、最新のトピックスにつ
いてわかりやすく解説する。

応用分析化学Ⅱ 生命「いのち」は多様な環境の中で育まれる。その過程を細胞・分子レベ
ルで解明することが生命科学の本質である。そのため、生命科学研究では、
生命個体の超微細観察、環境依存的な生体分子間相互作用の解析、化学環
境の迅速かつ超高感度な計測が必要不可欠となっている。
本講義では、化学を基盤とするナノテクノロジーによって実現された先端
的な研究手法（顕微観察法、生体分子間相互作用の解析法、環境化学分析
法）について、実例をもとにその特徴を解説する。
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資源生物学 石油資源の有限性が見えてきた現在、エネルギー資源および化学工業原料
としてのバイオマス（生物資源）の重要性が見直されている。21世紀にバ
イオマスを基幹とした産業体系が構築されることも予想され、バイオマス
を扱う技術としての生命工学、およびその基礎としての生命科学に注目が
集まっている。
本講義では、生物資源利用分野における基礎科学としての生命科学を体系
的に習得することを第一の目的とする。また、関連分野の先端研究開発に
ついて、事例を挙げて解説する。

産業衛生管理学 各産業には特有の作業環境があり、中には有害な因子もある。労働者の健
康をまもるためには、これらを適切に管理する必要がある。
本講義では、産業保健の歴史、労基法、労働安全衛生法をふまえ、物理、
化学的な有害因子の管理と産業現場の今日的問題点とをビデオや簡単なデ
モ実験で示しつつ解説する。産業衛生関連の技術志願学生のみならず、各
分野で働く社会人としても有用となるような知識を与える。

分子病理学 さまざまな疾患の分子病理を概説し、新しい治療法開発に向けての最新の
研究を紹介する。主な内容は次の通りである。
分子病理学総論、消化器疾患、免疫・感染症、感覚器疾患、代謝疾患、精
神疾患。脳の基礎、脳の疾患、脳と心、脳と進化。

ゲノム医科学 ゲノム研究は生命科学の基盤となる研究分野であるだけでなく、医学・医
療に革新的な変革をもたらすことは確実である。生命の謎が解き明かされ
ることは、多くの疾患の根本的な原因の解明に直結しており、これを通し
て、分子標的薬や抗体薬・ワクチン療法などさまざまな画期的な治療の開
発につながることが期待される。さらに個人のゲノム情報の解析により
オーダーメイド的な治療を提供していくことも可能となる。

生命医科学特講 姉妹校である東京医科大学と連携した教育プログラム。東京医科大学の各
教員がオムニバス形式で集中的に講義を行い、様々な医科学分野の知識の
修得し、今後の課題について学習する。

代謝医科学 代謝生化学、生体物質学Ⅱで学習した糖質・脂質・アミノ酸の代謝を基本
として、各種代謝異常が引き起こす障害・疾患について解説する。

神経生物学Ⅱ 高次の生命現象である精神現象もその基礎は様々な分子レベル・細胞レベ
ルの現象から成り立っている。本講義では神経生物学の基礎として、神経
細胞の電気的性質と神経細胞間の情報伝達を学ぶ。膜、イオンチャネル、
伝達物質受容体などの分子実体が神経細胞の応答という生命現象を生み出
す機序を定量的に取り扱う。
主な項目は次のとおりである：神経生物学の歴史、神経細胞の構成要素、
膜電位、膜の静的な性質、膜の動的な性質、シナプス伝達。

発生再生医学 本講義では、人体発生の基本的な仕組みや器官臓器のでき方について、主
に解剖学的な視点から解説してゆく。先天異常や正常な成長加齢からの逸
脱としての障害や病気に関する理解も深めたい。個体発生に秘められてい
るヒトの進化の歴史（系統発生）にも思いを馳せながら、発生学の不思議
さ面白さを感じてもらうことを目指す。また、ヒト幹細胞の生物学・再生
医療の現状と課題を紹介する。



̶ 244 ̶

① 分子生命科学科

応
用
生
命
科
学
科

生
命
医
科
学
科

分
子
生
命
科
学
科

教
職
科
目

Ⅲ
3
〜
4
年
次
科
目 

授
業
概
要

科目区分 授業科目の名称 講 義 等 の 内 容

選
　
　
択
　
　
科
　
　
目

専
　
門
　
科
　
目

炎症医科学 免疫学は医学の各分野に幅広く関わっており、これまで感染症の予防や撲
滅、白血病や自己免疫疾患などの多くの疾患の診断や治療、さらには移植
においても大きく貢献してきた。そのため、炎症を中心に臨床免疫を学ぶ
ことによって現在、免疫学が生命科学および医学にどのような意義をもっ
ているのかを理解することを目的とする。
主な項目は次のとおりである：免疫系の正常と病理、自然免疫の機序、免
疫応答の様式、炎症の機序、炎症の分類と急性炎症、慢性炎症、感染症と
免疫感染性病原体に対する免疫反応、免疫不全、自己免疫疾患、臓器移植
と拒絶反応のメカニズム、過敏症。

神経薬理学 この講義では、生体を制御するために開発された医薬品の脳・神経系への
作用機序を概述する。生体の意識レベルや痛覚を制御する麻酔薬・鎮痛薬
や、アルツハイマー病などの神経疾患の治療薬について、神経生物学Ⅰで
学んだ脳・神経システムへの作用に力点をおいて講義する。また、神経系
に作用する薬物の主な標的である各種受容体の性質や、脳内のドーパミン、
セロトニンなどのモノアミン系神経システムの一般特性についても補足し
て講義する。学期末には、受講生数名のグループによる、選択したテーマ
に関する調査発表会を行う。

医薬品合成化学 ほとんどの医薬品は有機化合物であり、単純な有機化合物からの合成、も
しくは天然有機化合物からの誘導によって作られている。よって、医薬品
そのものを新規に開発するためには有機合成化学の知識は必須である。
本講義では有機化合物の合成という視点に立ち、有機反応を反応別、すな
わち炭素̶炭素結合形成反応、環構築反応、酸化還元反応、さらに保護基
と逆合成の概念について学ぶ。 

ケミカルバイオロジー ケミカルバイオロジーは、分子生物学的な手法に加えて有機化学的な手法
も駆使し、核酸や蛋白質など、生体内分子の機能や反応を分子レベルから
扱う。その基礎として、生化学に関わる反応のメカニズムを有機化学的、
理論化学的に理解することは重要である。化学反応のメカニズムや理論に
おいて重要な項目を取り上げ、生化学反応（酵素反応）のメカニズムを有
機化学・無機化学の基礎をふまえて解説する。また、酵素学、タンパク質
化学、あるいは核酸化学の観点から、実験手法としての応用の一端を紹介
する。

自
　
由
　
科
　
目

インターンシップ 実社会の一員として職業に就き仕事をするということの意味を学ぶことが
本科目の目的である。そのために生命科学関連企業等に協力を依頼し、実
際に企業等の仕事の現場に赴き、実際の仕事を体験する。
この科目の履修を通じて、社会の成り立ちについての理解を深めるととも
に、大学における勉学の目的をより明確なものにすることが望まれる。

生命科学と社会
（応用演習）

製薬企業の経営シミュレーションゲームを通じて、社会人として必要な基
礎力を育てることを目的として実施する。具体的には、「インフルエンザ
治療薬ケース」を用いて、様々な専門知識やフレームワークなどのスキル
を身に付け、市場性を検討したり、実際の開発から販売の流れをたどりな
がら、最終的にマーケティング戦略を策定する。この過程で、グループ討
議や成果発表を重ねることによって、前に踏み出す力（Action）、考え抜
く力（Thinking）、チームで働く力（Teamwork）などの「社会人基礎
力」を身に付けることができる。併せて、製薬企業の業務内容を知り、社
会的な役割を知ることもできる。



̶ 245 ̶

応
用
生
命
科
学
科

生
命
医
科
学
科

分
子
生
命
科
学
科

教
職
科
目

Ⅲ
3
〜
4
年
次
科
目 

授
業
概
要

科目区分 授業科目の名称 講 義 等 の 内 容

必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

総
　
　
合
　
　
科
　
　
目

English for ScienceⅠ 科学論文の基本的構造を理解することを目標とする。全体的構造における
個々の部分、すなわち、いわゆるIMRD（Introduction,Methodology,Re
sults,Discussion)がどのような働きを持っているかということの基本
的理解から始まり、各部分でどのような英語が用いられているかを検証す
る。最終的には、自分で論文を執筆できるようにすることが目標となる。

English for ScienceⅡ Enlgish for ScienceⅠで学んだ知識を基に、実際の科学論文を講読する
ことによって科学論文により親しむことを目標とする。専門分野の論文を
担当教員の手ほどきにしたがってきちんと読み、内容を理解し、当該分野
の最新情報を入手できるようになることを目指す。

生命と倫理 ゲノム計画など生命科学の急速な進歩、遺伝子操作やクローン動物などバ
イオテクノロジーの台頭などのために新たに生じたヒトの生や死に関わる
倫理的な問題、生命観の再構築、さらに実験動物の生命権など生命に関す
る新しい価値観の問題を取り上げる必要が生じてきた。これらの問題を扱
う新分野はバイオエシックスBioethicsと呼ばれる。また、生命科学の研
究には多くの制約（規制）がある。研究成果についてもクローン人間のよ
うに技術的に可能でも実施は許されない事もある。生命科学の研究は、こ
れらの問題を念頭に置いて計画、準備されなければならない。
また、生命科学部の卒業生はこれらの問題が問われたときに、この分野の
専門教育を受けた科学技術者としての立場から自分の考えを述べなければ
ならない。さらに、研究に伴う倫理問題も重要であり、科学、研究、技術
社会についても考察する。本講義は、そのための基礎知識を提供すること
を目的としている。

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

食品衛生学 食は生きるために必須である。より健康な生活の維持のために、その安全
の確保、および、食と健康との関係の正しい理解は極めて重要である。ま
た、食は、人類の文化の、重要な要素の一つである。美味しさのある生活
は、我々の人生を豊かにする。健康、安全、そして美味しさについて、食
は科学的にどのように追求されているのであろうか。
この講義では、食の安全について考える。食中毒だけでなく、遺伝子組換
えやクローン技術などの新技術の導入で、我々の食生活の安全性の考え方
も従来とは大きく変わってきている。健康に対する影響を科学的な知識で
もって判断する力をつけることを目標にする。

応用生命科学実習 3年次の生命科学実習は全学科共通の項目と各学科別実習からなる。
共通項目は次のとおりである：酵素と蛋白質、蛋白質の立体構造、遺伝子、
生体情報、細胞培養、発生分化、有機合成、天然物の分離精製、。
また遺伝子に関しては次の項目を演習課題を行う：遺伝子操作、サザンブ
ロッティング、PCR、DNA のシークエンス。
学科別実習の項目は次のとおりである：毎木調査、環境汚染物質の機器分
析、環境ストレスによる遺伝子誘導、環境中の変異原の検出。

生命科学特講 研究室のテーマや関連する研究内容について、英語論文を読解し、その論
文内容を発表する。卒論学生は何処が面白いのかを明確に理解すると共に、
その要点を正確に伝えられるように指導される。さらに教員、大学院生か
らの質問に対して的確に答えられるよう指導される。プレゼンテーション
についても指導を受ける。

授業科目の概要
② 応用生命科学科
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ゼミナール 教員、大学院生、卒論学生が参加して行なう。テーマに沿って、第一に研
究の背景と内容についての理解するために、論文調査等を行なう。その後
目的達成のためにどのような方法が良いかを検討し、実際に行なった実験
の方法と結果の検証、結果に関する考察、今後の進め方を議論する。卒論
学生は発表し、議論に加わる事により、論理的思考力と問題解決能力を培
う様に指導される。また、プレゼンテーションの技法を修得する。

卒業論文研究 卒論学生は研究テーマが与えられると、そのテーマの遂行のために必要な
実験手技および種々の測定機器などの装置類の操作法を体得しなければな
らない。そのための実験操作に付いては、初期の段階できめ細かく指導を
受ける。一定の技術が身についたところで本格的に実験を開始するが、実
験技術のさらなる向上のためにも、常に実験指導を受ける。研究の内容に
よっては、毎日でも実験データを教員と共に解析したり、新しい取り組み
の方法などの検討をする。最後に一年間の研究の成果をまとめ、公開で口
頭発表を行なう。

選
　
　
択
　
　
科
　
　
目

総
　
　
合
　
　
科
　
　
目

バイオ情報科学 バイオインフォマティクスは、生命科学と情報科学の境界領域の学問分野
である。1990年代のヒトゲノム計画の進行や、その後のポストゲノム研究
の流れから、大量のデータが生み出されてきた。世界的規模で蓄積された
巨大なデータベースの中から、意味のある生物情報をいかに取り出し、新
たな学問分野を創出するかが、今後の課題となっている。
本講義では、このようなバイオインフォマティクスの概要と、その基礎と
なる情報科学の基本概念を取り扱う。またC言語実習を行ってプログラミ
ング能力を育成する。

外国文学 日本では、理系・文系と学問を大きく二つに分けることが一般的であるが、
国際的にみるとあまり広く行われていることではない。この授業では、一
見、無駄かな、必要ないよね、と思うことの中に、実は将来有効になって
くるものがたくさんあること、自分の日常における物事の見方や考え方、
何かのヒントになることがたくさんある、ということの体験を目的とする。
今年度は、ミュージカル演劇という分野を取り上、物語、音楽、詩がどの
ように融合し、時代や国を超えた普遍的なテーマを、1 つの作品として作
る上げていくのか見て行く。普段あまり接する機会のないものから、どん
なことを見つけることができるのか、一緒に探っていきたいと思う。

生命科学知財論 生命科学の領域で見いだされる発見や知識は、日々新たな情報として公開
されている。このような知識情報は、生命科学者の知的好奇心をかき立て
るだけでなく、身の回りの物やサービスの生産、流通と消費に関わる。経
済的に価値のある生命科学関連の知的情報は知的財産として保護され、時
として莫大な利益を生み出す。
生命科学部を卒業・修了し、社会の中で活躍する上で、知的財産権に関す
る理解が必要不可欠になることが多い。実社会で活躍するための基礎とし
て、知的財産権の特徴を把握しその基礎スキルに接近するように講義は立
案されている。

言語と
コミュニケ―ション論Ⅰ
　

いわゆる科学英語から離れ、文化教養を高めることを目的とする。本講義
では世界遺産について英語を通して学ぶこととする。英語というツールを
用いて、人類の宝である世界遺産について理解を深めるとともに、英語力
の増進をはかる。講義は基本的に英語で行われる。

言語と
コミュニケ―ション論Ⅱ

ますますグローバル化する社会において就職、進学、いずれの道を選ぶに
せよ英語のpresentation skill は必須である。
本授業では、教科書に沿って短いスピーチから始め、最終的には自分で書
いた原稿を、プレゼンテーションソフトを使って発表する。英語で情報を
収集し、レポートにまとめ、口頭発表が出来るようになる。 使用する素
材は理系のものではなくポピュラーカルチャーに関するものとする。
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神経生物学Ⅰ 我々の行動は、脳（神経系）の働きによって制御されている。ヒトの脳に
は千億もの神経細胞が存在し、シナプスを介して他の神経細胞と連絡し、
機能している。本講義は、神経系の働きを解明する研究、神経科学研究の
理解のために必要な基礎的知識を学ぶことを目的とする。まず神経系の研
究とは何かを概説してから、神経系を構成している細胞（神経細胞とグリ
ア細胞）のかたちと働き、シナプスと神経伝達のメカニズムなどの基礎的
知識を整理し、その上で神経系のかたちと機能を解説する。さらに、様々
な動物の行動とその行動を引き起している神経系の働き、感覚を受容する
機構などを解説することにより、神経系がどのようにして機能を発現して
いるのか、その原理を理解する。

薬理学概論 頭が痛い時には頭痛薬、風邪をひいたら風邪薬、症状によってヒトは薬を
用いる。なぜ薬は効くのか？　薬が「いつ、どこで、どんな、作用をもた
らすのか」を理解するために、薬物が生体にもたらす影響や作用部位・機
序について学習し、薬理学に関する基礎的知識の習得を目指す。
主な項目は次のとおりである：薬が作用する仕組み、薬の有害作用と注意
点、脳・神経系に作用する薬、麻酔薬、循環器系に作用する薬、呼吸器系
に作用する薬、消化器系に作用する薬、内分泌・代謝系に作用する薬、抗
炎症薬、抗感染症薬、抗腫瘍薬、特殊な薬。

生物物理学 電気泳動によってタンパク質分子量を求めたり、吸光度を測定して濃度を
求めたり、反応速度の解析をしたりという基本的な操作は、生命科学分野
で日常的に行われている。こうした方法の原理を理解して、その取扱いと
限界を理解することは研究を進める上で不可欠である。
この講義では、その原理と実際を理解することを第一の目的として講義と
演習を行う。第二の目的は生物物理学分野での研究の発展の一端に触れる
ことである。この分野の最新の技術でどのように何がわかるのかを演習形
式をふんだんにとりいれ講義を行う。

発生生物学 ヒトの一生は受精卵に始まり、次の世代には新たな受精卵のみが伝わる。
この関係は時間を遡っても変わらず、元を辿っていくと結局最初の細胞に
行き着くことになる。つまり発生現象は歴史の産物と言え、それは近年の
遺伝子研究によって一層明確になった。
このような観点から、ヒトの発生を中心におき、一見多様に見える発生過
程から共通の要素を見出し、進化に伴いどのように発生過程が変化して
いったかを考える。

遺伝子工学Ⅱ・
遺伝子治療学 

遺伝子組換え、DNA マイクロアレイ、SNP 解析、RNAi、遺伝子治療な
ど日常の生活の中にも遺伝子を取り扱った話題が多くなってきている。
本授業では、遺伝子のクローニング、遺伝子の発現と機能解析、個体での
遺伝子操作と機能解析など遺伝子工学Ⅰで学んだ基本的技術を基に、より
高度な最新のバイオテクノロジーを学ぶ。こうした技術は、分子生物学な
どの基礎研究の基盤になるだけでなく、遺伝子治療、再生医療等の臨床応
用にも重要な技術である。

応用分析化学Ⅰ 超微量の環境汚染物質を環境試料から計測するためには高度な分析技術が
要求される。そのためには分析対象となる環境汚染物質の特性を十分理解
し、また試料の性質も把握した上で計測方法の理論に関する知識を習得す
ることが必要である。
本講義では大気、水、土壌、生物試料など環境試料を対象に、基礎的な理
論を理解し、法令等に定められている分析方法について説明する。
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応用微生物学 微生物の利用は食品産業、化学工業、医薬品開発、農業、環境保全など極
めて広範な産業分野で行われ、現代社会において我々の生活は微生物の利
用抜きでは考えられない。講義では、これまでの微生物利用の経緯と現状、
課題を概説し、微生物の新規な機能を利用していくために必要なメカニズ
ムを理解することを目的とする。
主な項目は次のとおりである。アミノ酸発酵の原理、ヌクレオチド発酵、
高分子発酵、核酸合成阻害物質、生理活性物質の生産、バイオアッセイ。
微生物酵素、異種タンパク質生産、微生物農薬、抗生物質の生産。

放射線生物影響論 放射線は社会のさまざまなところで利用されており、ルールに従って扱え
ばこわいものではない。この講義では、国家試験の中でも特に難しい第一
種放射線取扱主任者試験に配慮するとともに、生命科学における放射線利
用に必要な知識の習得を目指す。
研究等で利用する人はもちろん、誰でも病気の診断や原子力発電などで関
係がある。放射線に関してしっかりした知識を持つ社会人となるための知
識習得も目指す。

環境生態学 生物の保全のためにはその生物の保全だけではなく、その生物を取り巻く
環境とその生物に影響する生物群集を考慮しなければならない。この観点
からサクラソウの保全生態学を紹介する。違った環境での生物の適応放散
についてマイマイガを材料に変動環境への適応を考慮に入れた研究を紹介
する。
研究への取り組み方とそれを発展させてゆく過程を紹介し、研究という作
業に必要な要件を理解する。最後に生態系でのエネルギーの流れを地球環
境保全の観点から紹介する。

環境生理学 生物は外部の環境状態を適切に判断し反応することによって、生体内の恒
常性を保っている。本講義では、生物、化学、そして物理的な環境要因の
変化を生物に与える環境ストレスとしてとらえ、環境ストレスに対する野
生生物を含めた動物の応答と適応機構を個体、細胞、分子レベルで理解す
ることを目的とする。
環境因子変動の受容と細胞内情報伝達、それら環境因子の変化によって誘
導されるタンパク質の性質と誘導機構について、内分泌撹乱化学物質、温
度、光、酸素、圧力などを例としながら講義を進める。動物の生存戦略が
環境要因に深く係わっていることを分子レベルで理解する。

環境工学 地球環境問題をはじめとした水質、大気、土壌の環境汚染実態を広く理解
し、その背景や問題点、課題などを抽出する。その基礎となる地球化学的
な物質循環や生態工学の概論を説明する。こうした基礎知識のもとに、具
体的な水質、大気の汚染制御方法を学ぶ。
主な項目は次のとおりである：地球環境問題、水質、大気、土壌汚染の実
態、地球化学的な物質循環、環境基準の考え方、環境アセスメント、ダイ
オキシン類問題、浄水処理プロセス、排水処理システム、排ガス処理シス
テム、土壌汚染の浄化システム。

蛋白質工学 任意の機能や性質をもったタンパク質を自由自在にデザインすることがで
きれば、医学や産業への貢献は計り知れない。しかし、現状ではそれは夢
である。我々はタンパク質の性質、構造や機能が構築される原理をもっと
理解しなければならない。それを知るためには、どのように解析するのか。
新しいタンパク質はどのようにデザインし生産するのか。タンパク質の性
質はどのように改変することができるのか。蛋白質工学の基礎と応用につ
いてPBL形式で講議を行なう。
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進化系統学 現在地球上で見られる多様な生物は、地球誕生の後、生命が生まれてから
の30億年以上の長い進化の歴史の産物である。それは人類も例外ではない。
また進化は、分子（DNA、タンパク質等）、細胞、から個体、集団の様々
なレベルで、それぞれの生物を形作ってきた。進化の基本はダーウィンに
よってまとめられた自然選択によって説明されるが、その基盤として分子
レベルの進化も重要である。
本講義では、進化学の現在における考え方、研究法について主に分子進化
学の観点からのべ、合わせて地球上での生命の進化の歴史について解説す
る。

多様性生物学 温泉や火山の熱水中にも、南極や北極の氷の中にも、乾燥した灼熱の砂漠
にも生命は存在する。長い地の歴史の中で、生物はさまざまな環境に耐え
変化してきた。生物多様性のゆえんである。しかし今日、人類の活動範囲
の広がりによって環境が変化し、生物の多様性が失われつつある。
生物がどのように多様なのか理解し、多様性の大切さを知ること、さらに
どのようにしたら多様性を維持できるのかについて考えることがこの講義
の目的である。

環境毒性学 ヒトの健康維持には、良好な生活環境、さらに、食事、運動および睡眠な
どの生活習慣を適切に保つことが重要である。環境の悪化や急激な変化、
さらに、不適切な生活習慣が疾病発症の誘因となることも知られている。
本講義ではとくに、生活環境の悪化に関わる毒性物質がヒトを含めた生物
に影響を及ぼす機構について、基礎的な内容から、最新のトピックスにつ
いてわかりやすく解説する。

応用分析化学Ⅱ 生命「いのち」は多様な環境の中で育まれる。その過程を細胞・分子レベ
ルで解明することが生命科学の本質である。そのため、生命科学研究では、
生命個体の超微細観察、環境依存的な生体分子間相互作用の解析、化学環
境の迅速かつ超高感度な計測が必要不可欠となっている。本講義では、化
学を基盤とするナノテクノロジーによって実現された先端的な研究手法
（顕微観察法、生体分子間相互作用の解析法、環境化学分析法）について、
実例をもとにその特徴を解説する。

資源生物学 石油資源の有限性が見えてきた現在、エネルギー資源および化学工業原料
としてのバイオマス（生物資源）の重要性が見直されている。21世紀にバ
イオマスを基幹とした産業体系が構築されることも予想され、バイオマス
を扱う技術としての生命工学、およびその基礎としての生命科学に注目が
集まっている。
本講義では、生物資源利用分野における基礎科学としての生命科学を体系
的に習得することを第一の目的とする。また、関連分野の先端研究開発に
ついて、事例を挙げて解説する。

産業衛生管理学 各産業には特有の作業環境があり、中には有害な因子もある。労働者の健
康をまもるためには、これらを適切に管理する必要がある。
本講義では、産業保健の歴史、労基法、労働安全衛生法をふまえ、物理、
化学的な有害因子の管理と産業現場の今日的問題点とをビデオや簡単なデ
モ実験で示しつつ解説する。産業衛生関連の技術志願学生のみならず、各
分野で働く社会人としても有用となるような知識を与える。

選
　
択
　
科
　
目

免疫学 我々の体内の免疫システムは、自己と非自己を識別して“ 非自己” を排除
する重要な役割を担う。講義では、免疫細胞や組織、免疫に関わる分子、
免疫応答とその調節等を概説し、外敵を認識し排除するメカニズムを学習
する。さらに生命科学の実験で用いられる免疫学的な手法についても解説
する。
主な項目は次のとおりである：研究の流れと免疫学の概念、免疫系の組織
と細胞、自然免疫、獲得免疫、細胞性免疫応答、体液性免疫応答、獲得免
疫の動態、粘膜免疫、アレルギーと過敏反応、自己免疫と移植免疫、免疫
学の応用。
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感染医科学 近年、医学・医療は飛躍的な進歩をとげたにもかかわらず、感染症はいま
だに人類の生命や健康にとって最大の脅威である。本講義では微生物学の
知識を基盤として、感染症を引き起こす病原体についての基礎知識と宿主
による生体防御機構について概説する。さらに感染症に起因する癌や慢性
疾患、および感染症の治療薬についてもとりあげる。
主な項目は次のとおりである：感染医科学の変遷、感染性微生物の種類と
特徴、感染の成立と発症、感染に対する宿主応答、ウイルス感染症、免疫
不全症と感染、後天性免疫不全症候群、慢性感染症と疾患、感染症の治療、
多剤耐性菌。

腫瘍医科学 白血病や癌・肉腫など、悪性腫瘍は、日本人の高齢化に伴って、死因の
30%を占める。現在までに多くの研究がなされ、非常に多くの知見が積み
重ねられてきた。しかし、有効な予防法につながるような「発がんの本
質」は解明されていない。限局した早期がんで見つかれば外科切除で根治
可能であるが、浸潤転移へと進んだ状態で見つかれば放射線治療や薬物療
法では根治は期待できない。悪性腫瘍の本質の解明と治療法の開発は、生
命科学において極めて挑戦的な課題である。本講義では、腫瘍生物学の現
状に関して総合的な基盤知識の習得を目指す。

分子病理学 さまざまな疾患の分子病理を概説し、新しい治療法開発に向けての最新の
研究を紹介する。
主な内容は次の通りである。分子病理学総論、消化器疾患、免疫・感染症、
感覚器疾患、代謝疾患、精神疾患。脳の基礎、脳の疾患、脳と心、脳と進化。

ゲノム医科学 ゲノム研究は生命科学の基盤となる研究分野であるだけでなく、医学・医
療に革新的な変革をもたらすことは確実である。生命の謎が解き明かされ
ることは、多くの疾患の根本的な原因の解明に直結しており、これを通し
て、分子標的薬や抗体薬・ワクチン療法などさまざまな画期的な治療の開
発につながることが期待される。さらに個人のゲノム情報の解析により
オーダーメイド的な治療を提供していくことも可能となる。

生命医科学特講 姉妹校である東京医科大学と連携した教育プログラム。東京医科大学の各
教員がオムニバス形式で集中的に講義を行い、様々な医科学分野の知識の
修得し、今後の課題について学習する。

代謝医科学 代謝生化学、生体物質学Ⅱで学習した糖質・脂質・アミノ酸の代謝を基本
として、各種代謝異常が引き起こす障害・疾患について解説する。

神経生物学Ⅱ 高次の生命現象である精神現象もその基礎は様々な分子レベル・細胞レベ
ルの現象から成り立っている。本講義では神経生物学の基礎として、神経
細胞の電気的性質と神経細胞間の情報伝達を学ぶ。膜、イオンチャネル、
伝達物質受容体などの分子実体が神経細胞の応答という生命現象を生み出
す機序を定量的に取り扱う。
主な項目は次のとおりである：神経生物学の歴史、神経細胞の構成要素、
膜電位、膜の静的な性質、膜の動的な性質、シナプス伝達。

発生再生医学 本講義では、人体発生の基本的な仕組みや器官臓器のでき方について、主
に解剖学的な視点から解説してゆく。先天異常や正常な成長加齢からの逸
脱としての障害や病気に関する理解も深めたい。個体発生に秘められてい
るヒトの進化の歴史（系統発生）にも思いを馳せながら、発生学の不思議
さ面白さを感じてもらうことを目指す。また、ヒト幹細胞の生物学・再生
医療の現状と課題を紹介する。
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炎症医科学 免疫学は医学の各分野に幅広く関わっており、これまで感染症の予防や撲
滅、白血病や自己免疫疾患などの多くの疾患の診断や治療、さらには移植
においても大きく貢献してきた。そのため、炎症を中心に臨床免疫を学ぶ
ことによって現在、免疫学が生命科学および医学にどのような意義をもっ
ているのかを理解することを目的とする。
主な項目は次のとおりである：免疫系の正常と病理、自然免疫の機序、免
疫応答の様式、炎症の機序、炎症の分類と急性炎症、慢性炎症、感染症と
免疫感染性病原体に対する免疫反応、免疫不全、自己免疫疾患、臓器移植
と拒絶反応のメカニズム、過敏症。

神経薬理学 この講義では、生体を制御するために開発された医薬品の脳・神経系への
作用機序を概述する。生体の意識レベルや痛覚を制御する麻酔薬・鎮痛薬
や、アルツハイマー病などの神経疾患の治療薬について、神経生物学Ⅰで
学んだ脳・神経システムへの作用に力点をおいて講義する。また、神経系
に作用する薬物の主な標的である各種受容体の性質や、脳内のドーパミン、
セロトニンなどのモノアミン系神経システムの一般特性についても補足し
て講義する。学期末には、受講生数名のグループによる、選択したテーマ
に関する調査発表会を行う。

医薬品合成化学 ほとんどの医薬品は有機化合物であり、単純な有機化合物からの合成、も
しくは天然有機化合物からの誘導によって作られている。よって、医薬品
そのものを新規に開発するためには有機合成化学の知識は必須である。
本講義では有機化合物の合成という視点に立ち、有機反応を反応別、すな
わち炭素̶炭素結合形成反応、環構築反応、酸化還元反応、さらに保護基
と逆合成の概念について学ぶ。 

ケミカルバイオロ
ジー 

ケミカルバイオロジーは、分子生物学的な手法に加えて有機化学的な手法
も駆使し、核酸や蛋白質など、生体内分子の機能や反応を分子レベルから
扱う。その基礎として、生化学に関わる反応のメカニズムを有機化学的、
理論化学的に理解することは重要である。化学反応のメカニズムや理論に
おいて重要な項目を取り上げ、生化学反応（酵素反応）のメカニズムを有
機化学•無機化学の基礎をふまえて解説する。また、酵素学、タンパク質
化学、あるいは核酸化学の観点から、実験手法としての応用の一端を紹介
する。

自
　
由
　
科
　
目

インターンシップ 実社会の一員として職業に就き仕事をするということの意味を学ぶことが
本科目の目的である。そのために生命科学関連企業等に協力を依頼し、実
際に企業等の仕事の現場に赴き、実際の仕事を体験する。
この科目の履修を通じて、社会の成り立ちについての理解を深めるととも
に、大学における勉学の目的をより明確なものにすることが望まれる。

生命科学と社会
（応用演習）

製薬企業の経営シミュレーションゲームを通じて、社会人として必要な基
礎力を育てることを目的として実施する。具体的には、「インフルエンザ
治療薬ケース」を用いて、様々な専門知識やフレームワークなどのスキル
を身に付け、市場性を検討したり、実際の開発から販売の流れをたどりな
がら、最終的にマーケティング戦略を策定する。この過程で、グループ討
議や成果発表を重ねることによって、前に踏み出す力（Action）、考え抜
く力（Thinking）、チームで働く力（Teamwork）などの「社会人基礎
力」を身に付けることができる。併せて、製薬企業の業務内容を知り、社
会的な役割を知ることもできる。
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English for ScienceⅠ 科学論文の基本的構造を理解することを目標とする。全体的構造における
個々の部分、すなわち、いわゆるIMRD（Introduction,Methodology,Re
sults,Discussion)がどのような働きを持っているかということの基本
的理解から始まり、各部分でどのような英語が用いられているかを検証す
る。最終的には、自分で論文を執筆できるようにすることが目標となる。

English for ScienceⅡ Enlgish for ScienceⅠで学んだ知識を基に、実際の科学論文を講読する
ことによって科学論文により親しむことを目標とする。専門分野の論文を
担当教員の手ほどきにしたがってきちんと読み、内容を理解し、当該分野
の最新情報を入手できるようになることを目指す。

生命と倫理 ゲノム計画など生命科学の急速な進歩、遺伝子操作やクローン動物などバ
イオテクノロジーの台頭などのために新たに生じたヒトの生や死に関わる
倫理的な問題、生命観の再構築、さらに実験動物の生命権など生命に関す
る新しい価値観の問題を取り上げる必要が生じてきた。これらの問題を扱
う新分野はバイオエシックスBioethicsと呼ばれる。また、生命科学の研
究には多くの制約（規制）がある。研究成果についてもクローン人間のよ
うに技術的に可能でも実施は許されない事もある。生命科学の研究は、こ
れらの問題を念頭に置いて計画、準備されなければならない。
また、生命科学部の卒業生はこれらの問題が問われたときに、この分野の
専門教育を受けた科学技術者としての立場から自分の考えを述べなければ
ならない。さらに、研究に伴う倫理問題も重要であり、科学、研究、技術
社会についても考察する。本講義は、そのための基礎知識を提供すること
を目的としている。

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

発生生物学 ヒトの一生は受精卵に始まり、次の世代には新たな受精卵のみが伝わる。
この関係は時間を遡っても変わらず、元を辿っていくと結局最初の細胞に
行き着くことになる。つまり発生現象は歴史の産物と言え、それは近年の
遺伝子研究によって一層明確になった。このような観点から、ヒトの発生
を中心におき、一見多様に見える発生過程から共通の要素を見出し、進化
に伴いどのように発生過程が変化していったかを考える。

神経生物学Ⅰ 我々の行動は、脳（神経系）の働きによって制御されている。ヒトの脳に
は千億もの神経細胞が存在し、シナプスを介して他の神経細胞と連絡し、
機能している。
本講義は、神経系の働きを解明する研究、神経科学研究の理解のために必
要な基礎的知識を学ぶことを目的とする。まず神経系の研究とは何かを概
説してから、神経系を構成している細胞（神経細胞とグリア細胞）のかた
ちと働き、シナプスと神経伝達のメカニズムなどの基礎的知識を整理し、
その上で神経系のかたちと機能を解説する。さらに、様々な動物の行動と
その行動を引き起している神経系の働き、感覚を受容する機構などを解説
することにより、神経系がどのようにして機能を発現しているのか、その
原理を理解する。

免疫学 我々の体内の免疫システムは、自己と非自己を識別して“ 非自己” を排除
する重要な役割を担う。講義では、免疫細胞や組織、免疫に関わる分子、
免疫応答とその調節等を概説し、外敵を認識し排除するメカニズムを学習
する。さらに生命科学の実験で用いられる免疫学的な手法についても解説
する。
主な項目は次のとおりである：研究の流れと免疫学の概念、免疫系の組織
と細胞、自然免疫、獲得免疫、細胞性免疫応答、体液性免疫応答、獲得免
疫の動態、粘膜免疫、アレルギーと過敏反応、自己免疫と移植免疫、免疫
学の応用。

授業科目の概要
③ 生命医科学科
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感染医科学 近年、医学・医療は飛躍的な進歩をとげたにもかかわらず、感染症はいま
だに人類の生命や健康にとって最大の脅威である。本講義では微生物学の
知識を基盤として、感染症を引き起こす病原体についての基礎知識と宿主
による生体防御機構について概説する。さらに感染症に起因する癌や慢性
疾患、および感染症の治療薬についてもとりあげる。
主な項目は次のとおりである：感染医科学の変遷、感染性微生物の種類と
特徴、感染の成立と発症、感染に対する宿主応答、ウイルス感染症、免疫
不全症と感染、後天性免疫不全症候群、慢性感染症と疾患、感染症の治療、
多剤耐性菌。

腫瘍医科学 白血病や癌・肉腫など、悪性腫瘍は、日本人の高齢化に伴って、死因の
30%を占める。現在までに多くの研究がなされ、非常に多くの知見が積み
重ねられてきた。しかし、有効な予防法につながるような「発がんの本
質」は解明されていない。限局した早期がんで見つかれば外科切除で根治
可能であるが、浸潤転移へと進んだ状態で見つかれば放射線治療や薬物療
法では根治は期待できない。悪性腫瘍の本質の解明と治療法の開発は、生
命科学において極めて挑戦的な課題である。
本講義では、腫瘍生物学の現状に関して総合的な基盤知識の習得を目指す。

生命医科学実習 3年次の生命科学実習は全学科共通の項目と各学科別実習からなる。
共通項目は次のとおりである：酵素と蛋白質、蛋白質の立体構造、遺伝子、
生体情報、細胞培養、発生分化、有機合成、天然物の分離精製。
また遺伝子に関しては次の項目を演習課題を行う：遺伝子操作、サザンブ
ロッティング、PCR、DNA のシークエンス。
学科別実習の項目は次のとおりである：ヒト血糖値の測定、遺伝子多型。

生命科学特講 研究室のテーマや関連する研究内容について、英語論文を読解し、その論
文内容を発表する。卒論学生は何処が面白いのかを明確に理解すると共に、
その要点を正確に伝えられるように指導される。さらに教員、大学院生か
らの質問に対して的確に答えられるよう指導される。プレゼンテーション
についても指導を受ける。

ゼミナール 教員、大学院生、卒論学生が参加して行なう。テーマに沿って、第一に研
究の背景と内容についての理解するために、論文調査等を行なう。その後
目的達成のためにどのような方法が良いかを検討し、実際に行なった実験
の方法と結果の検証、結果に関する考察、今後の進め方を議論する。卒論
学生は発表し、議論に加わる事により、論理的思考力と問題解決能力を培
う様に指導される。また、プレゼンテーションの技法を修得する。

卒業論文研究 卒論学生は研究テーマが与えられると、そのテーマの遂行のために必要な
実験手技および種々の測定機器などの装置類の操作法を体得しなければな
らない。そのための実験操作に付いては、初期の段階できめ細かく指導を
受ける。一定の技術が身についたところで本格的に実験を開始するが、実
験技術のさらなる向上のためにも、常に実験指導を受ける。研究の内容に
よっては、毎日でも実験データを教員と共に解析したり、新しい取り組み
の方法などの検討をする。最後に一年間の研究の成果をまとめ、公開で口
頭発表を行なう。

選
　
択
　
科
　
目

総
　
合
　
科
　
目

バイオ情報科学 バイオインフォマティクスは、生命科学と情報科学の境界領域の学問分野
である。1990年代のヒトゲノム計画の進行や、その後のポストゲノム研究
の流れから、大量のデータが生み出されてきた。世界的規模で蓄積された
巨大なデータベースの中から、意味のある生物情報をいかに取り出し、新
たな学問分野を創出するかが、今後の課題となっている。
本講義では、このようなバイオインフォマティクスの概要と、その基礎と
なる情報科学の基本概念を取り扱う。またC言語実習を行ってプログラミ
ング能力を育成する。
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外国文学 日本では、理系・文系と学問を大きく二つに分けることが一般的であるが、
国際的にみるとあまり広く行われていることではない。この授業では、一
見、無駄かな、必要ないよね、と思うことの中に、実は将来有効になって
くるものがたくさんあること、自分の日常における物事の見方や考え方、
何かのヒントになることがたくさんある、ということの体験を目的とする。
今年度は、ミュージカル演劇という分野を取り上、物語、音楽、詩がどの
ように融合し、時代や国を超えた普遍的なテーマを、1つの作品として作
る上げていくのか見て行く。普段あまり接する機会のないものから、どん
なことを見つけることができるのか、一緒に探っていきたいと思う。

生命科学知財論 生命科学の領域で見いだされる発見や知識は、日々新たな情報として公開
されている。このような知識情報は、生命科学者の知的好奇心をかき立て
るだけでなく、身の回りの物やサービスの生産、流通と消費に関わる。経
済的に価値のある生命科学関連の知的情報は知的財産として保護され、時
として莫大な利益を生み出す。
生命科学部を卒業・修了し、社会の中で活躍する上で、知的財産権に関す
る理解が必要不可欠になることが多い。実社会で活躍するための基礎とし
て、知的財産権の特徴を把握しその基礎スキルに接近するように講義は立
案されている。

言語と 
コミュニケ―ション論Ⅰ

いわゆる科学英語から離れ、文化教養を高めることを目的とする。本講義
では世界遺産について英語を通して学ぶこととする。英語というツールを
用いて、人類の宝である世界遺産について理解を深めるとともに、英語力
の増進をはかる。講義は基本的に英語で行われる。

言語と 
コミュニケ―ション論Ⅱ

ますますグローバル化する社会において就職、進学、いずれの道を選ぶに
せよ英語のpresentation skillは必須である。
本授業では、教科書に沿って短いスピーチから始め、最終的には自分で書
いた原稿を、プレゼンテーションソフトを使って発表する。英語で情報を
収集し、レポートにまとめ、口頭発表が出来るようになる。 使用する素
材は理系のものではなくポピュラーカルチャーに関するものとする。

学

科
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目

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

薬理学概論 頭が痛い時には頭痛薬、風邪をひいたら風邪薬、症状によってヒトは薬を
用いる。なぜ薬は効くのか？　薬が「いつ、どこで、どんな、作用をもた
らすのか」　を理解するために、薬物が生体にもたらす影響や作用部位・
機序について学習し、薬理学に関する基礎的知識の習得を目指す。
主な項目は次のとおりである：薬が作用する仕組み、薬の有害作用と注意
点、脳・神経系に作用する薬、麻酔薬、循環器系に作用する薬、呼吸器系
に作用する薬、消化器系に作用する薬、内分泌・代謝系に作用する薬、抗
炎症薬、抗感染症薬、抗腫瘍薬、特殊な薬。

遺伝子工学Ⅱ・
遺伝子治療学 

遺伝子組換え、DNAマイクロアレイ、SNP解析、RNAi、遺伝子治療な
ど日常の生活の中にも遺伝子を取り扱った話題が多くなってきている。
本授業では、遺伝子のクローニング、遺伝子の発現と機能解析、個体での
遺伝子操作と機能解析など遺伝子工学Ⅰで学んだ基本的技術を基に、より
高度な最新のバイオテクノロジーを学ぶ。こうした技術は、分子生物学な
どの基礎研究の基盤になるだけでなく、遺伝子治療、再生医療等の臨床応
用にも重要な技術である。

分子病理学 さまざまな疾患の分子病理を概説し、新しい治療法開発に向けての最新の
研究を紹介する。
主な内容は次の通りである。分子病理学総論、消化器疾患、免疫・感染症、
感覚器疾患、代謝疾患、精神疾患。脳の基礎、脳の疾患、脳と心、脳と進
化。
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ゲノム医科学 ゲノム研究は生命科学の基盤となる研究分野であるだけでなく、医学・医
療に革新的な変革をもたらすことは確実である。生命の謎が解き明かされ
ることは、多くの疾患の根本的な原因の解明に直結しており、これを通し
て、分子標的薬や抗体薬・ワクチン療法などさまざまな画期的な治療の開
発につながることが期待される。さらに個人のゲノム情報の解析により
オーダーメイド的な治療を提供していくことも可能となる。

生命医科学特講 姉妹校である東京医科大学と連携した教育プログラム。東京医科大学の各
教員がオムニバス形式で集中的に講義を行い、様々な医科学分野の知識の
修得し、今後の課題について学習する。

代謝医科学 代謝生化学、生体物質学Ⅱで学習した糖質・脂質・アミノ酸の代謝を基本
として、各種代謝異常が引き起こす障害・疾患について解説する。

神経生物学 Ⅱ 高次の生命現象である精神現象もその基礎は様々な分子レベル・細胞レベ
ルの現象から成り立っている。本講義では神経生物学の基礎として、神経
細胞の電気的性質と神経細胞間の情報伝達を学ぶ。膜、イオンチャネル、
伝達物質受容体などの分子実体が神経細胞の応答という生命現象を生み出
す機序を定量的に取り扱う。
主な項目は次のとおりである：神経生物学の歴史、神経細胞の構成要素、
膜電位、膜の静的な性質、膜の動的な性質、シナプス伝達。

発生再生医学 本講義では、人体発生の基本的な仕組みや器官臓器のでき方について、主
に解剖学的な視点から解説してゆく。先天異常や正常な成長加齢からの逸
脱としての障害や病気に関する理解も深めたい。個体発生に秘められてい
るヒトの進化の歴史（系統発生）にも思いを馳せながら、発生学の不思議
さ面白さを感じてもらうことを目指す。また、ヒト幹細胞の生物学・再生
医療の現状と課題を紹介する。

炎症医科学 免疫学は医学の各分野に幅広く関わっており、これまで感染症の予防や撲
滅、白血病や自己免疫疾患などの多くの疾患の診断や治療、さらには移植
においても大きく貢献してきた。そのため、炎症を中心に臨床免疫を学ぶ
ことによって現在、免疫学が生命科学および医学にどのような意義をもっ
ているのかを理解することを目的とする。
主な項目は次のとおりである：免疫系の正常と病理、自然免疫の機序、免
疫応答の様式、炎症の機序、炎症の分類と急性炎症、慢性炎症、感染症と
免疫感染性病原体に対する免疫反応、免疫不全、自己免疫疾患、臓器移植
と拒絶反応のメカニズム、過敏症。

神経薬理学 この講義では、生体を制御するために開発された医薬品の脳・神経系への
作用機序を概述する。生体の意識レベルや痛覚を制御する麻酔薬・鎮痛薬
や、アルツハイマー病などの神経疾患の治療薬について、神経生物学Ⅰで
学んだ脳・神経システムへの作用に力点をおいて講義する。また、神経系
に作用する薬物の主な標的である各種受容体の性質や、脳内のドーパミン、
セロトニンなどのモノアミン系神経システムの一般特性についても補足し
て講義する。学期末には、受講生数名のグループによる、選択したテーマ
に関する調査発表会を行う。

選
　
択
　
科
　
目

生物物理学 電気泳動によってタンパク質分子量を求めたり、吸光度を測定して濃度を
求めたり、反応速度の解析をしたりという基本的な操作は、生命科学分野
で日常的に行われている。こうした方法の原理を理解して、その取扱いと
限界を理解することは研究を進める上で不可欠である。
この講義では、その原理と実際を理解することを第一の目的として講義と
演習を行う。第二の目的は生物物理学分野での研究の発展の一端に触れる
ことである。この分野の最新の技術でどのように何がわかるのかを演習形
式をふんだんにとりいれ講義を行う。
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食品衛生学 食は生きるために必須である。より健康な生活の維持のために、その安全
の確保、および、食と健康との関係の正しい理解は極めて重要である。ま
た、食は、人類の文化の、重要な要素の一つである。美味しさのある生活
は、我々の人生を豊かにする。健康、安全、そして美味しさについて、食
は科学的にどのように追求されているのであろうか。
この講義では、食の安全について考える。食中毒だけでなく、遺伝子組換
えやクローン技術などの新技術の導入で、我々の食生活の安全性の考え方
も従来とは大きく変わってきている。健康に対する影響を科学的な知識で
もって判断する力をつけることを目標にする。

応用分析化学Ⅰ 超微量の環境汚染物質を環境試料から計測するためには高度な分析技術が
要求される。そのためには分析対象となる環境汚染物質の特性を十分理解
し、また試料の性質も把握した上で計測方法の理論に関する知識を習得す
ることが必要である。
本講義では大気、水、土壌、生物試料など環境試料を対象に、基礎的な理
論を理解し、法令等に定められている分析方法について説明する。

応用微生物学 微生物の利用は食品産業、化学工業、医薬品開発、農業、環境保全など極
めて広範な産業分野で行われ、現代社会において我々の生活は微生物の利
用抜きでは考えられない。講義では、これまでの微生物利用の経緯と現状、
課題を概説し、微生物の新規な機能を利用していくために必要なメカニズ
ムを理解することを目的とする。
主な項目は次のとおりである。アミノ酸発酵の原理、ヌクレオチド発酵、
高分子発酵、核酸合成阻害物質、生理活性物質の生産、バイオアッセイ。
微生物酵素、異種タンパク質生産、微生物農薬、抗生物質の生産。

放射線生物影響論 放射線は社会のさまざまなところで利用されており、ルールに従って扱え
ばこわいものではない。この講義では、国家試験の中でも特に難しい第一
種放射線取扱主任者試験に配慮するとともに、生命科学における放射線利
用に必要な知識の習得を目指す。
研究等で利用する人はもちろん、誰でも病気の診断や原子力発電などで関
係がある。放射線に関してしっかりした知識を持つ社会人となるための知
識習得も目指す。

環境生態学 生物の保全のためにはその生物の保全だけではなく、その生物を取り巻く
環境とその生物に影響する生物群集を考慮しなければならない。この観点
からサクラソウの保全生態学を紹介する。違った環境での生物の適応放散
についてマイマイガを材料に変動環境への適応を考慮に入れた研究を紹介
する。
研究への取り組み方とそれを発展させてゆく過程を紹介し、研究という作
業に必要な要件を理解する。最後に生態系でのエネルギーの流れを地球環
境保全の観点から紹介する。

環境生理学 生物は外部の環境状態を適切に判断し反応することによって、生体内の恒
常性を保っている。本講義では、生物、化学、そして物理的な環境要因の
変化を生物に与える環境ストレスとしてとらえ、環境ストレスに対する野
生生物を含めた動物の応答と適応機構を個体、細胞、分子レベルで理解す
ることを目的とする。
環境因子変動の受容と細胞内情報伝達、それら環境因子の変化によって誘
導されるタンパク質の性質と誘導機構について、内分泌撹乱化学物質、温
度、光、酸素、圧力などを例としながら講義を進める。動物の生存戦略が
環境要因に深く係わっていることを分子レベルで理解する。
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環境工学 地球環境問題をはじめとした水質、大気、土壌の環境汚染実態を広く理解
し、その背景や問題点、課題などを抽出する。その基礎となる地球化学的
な物質循環や生態工学の概論を説明する。こうした基礎知識のもとに、具
体的な水質、大気の汚染制御方法を学ぶ。
主な項目は次のとおりである：地球環境問題、水質、大気、土壌汚染の実
態、地球化学的な物質循環、環境基準の考え方、環境アセスメント、ダイ
オキシン類問題、浄水処理プロセス、排水処理システム、排ガス処理シス
テム、土壌汚染の浄化システム。

蛋白質工学 任意の機能や性質をもったタンパク質を自由自在にデザインすることがで
きれば、医学や産業への貢献は計り知れない。しかし、現状ではそれは夢
である。我々はタンパク質の性質、構造や機能が構築される原理をもっと
理解しなければならない。それを知るためには、どのように解析するのか。
新しいタンパク質はどのようにデザインし生産するのか。タンパク質の性
質はどのように改変することができるのか。蛋白質工学の基礎と応用につ
いてPBL形式で講議を行なう。

進化系統学 現在地球上で見られる多様な生物は、地球誕生の後、生命が生まれてから
の30億年以上の長い進化の歴史の産物である。それは人類も例外ではない。
また進化は、分子（DNA、タンパク質等）、細胞、から個体、集団の様々
なレベルで、それぞれの生物を形作ってきた。進化の基本はダーウィンに
よってまとめられた自然選択によって説明されるが、その基盤として分子
レベルの進化も重要である。
本講義では、進化学の現在における考え方、研究法について主に分子進化
学の観点からのべ、合わせて地球上での生命の進化の歴史について解説す
る。

多様性生物学 温泉や火山の熱水中にも、南極や北極の氷の中にも、乾燥した灼熱の砂漠
にも生命は存在する。長い地の歴史の中で、生物はさまざまな環境に耐え
変化してきた。生物多様性のゆえんである。しかし今日、人類の活動範囲
の広がりによって環境が変化し、生物の多様性が失われつつある。
生物がどのように多様なのか理解し、多様性の大切さを知ること、さらに
どのようにしたら多様性を維持できるのかについて考えることがこの講義
の目的である。

環境毒性学 ヒトの健康維持には、良好な生活環境、さらに、食事、運動および睡眠な
どの生活習慣を適切に保つことが重要である。環境の悪化や急激な変化、
さらに、不適切な生活習慣が疾病発症の誘因となることも知られている。
本講義ではとくに、生活環境の悪化に関わる毒性物質がヒトを含めた生物
に影響を及ぼす機構について、基礎的な内容から、最新のトピックスにつ
いてわかりやすく解説する。

応用分析化学 Ⅱ 生命「いのち」は多様な環境の中で育まれる。その過程を細胞・分子レベ
ルで解明することが生命科学の本質である。そのため、生命科学研究では、
生命個体の超微細観察、環境依存的な生体分子間相互作用の解析、化学環
境の迅速かつ超高感度な計測が必要不可欠となっている。本講義では、化
学を基盤とするナノテクノロジーによって実現された先端的な研究手法
（顕微観察法、生体分子間相互作用の解析法、環境化学分析法）について、
実例をもとにその特徴を解説する。

資源生物学 石油資源の有限性が見えてきた現在、エネルギー資源および化学工業原料
としてのバイオマス（生物資源）の重要性が見直されている。21世紀にバ
イオマスを基幹とした産業体系が構築されることも予想され、バイオマス
を扱う技術としての生命工学、およびその基礎としての生命科学に注目が
集まっている。
本講義では、生物資源利用分野における基礎科学としての生命科学を体系
的に習得することを第一の目的とする。また、関連分野の先端研究開発に
ついて、事例を挙げて解説する。
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産業衛生管理学 各産業には特有の作業環境があり、中には有害な因子もある。労働者の健
康をまもるためには、これらを適切に管理する必要がある。
本講義では、産業保健の歴史、労基法、労働安全衛生法をふまえ、物理、
化学的な有害因子の管理と産業現場の今日的問題点とをビデオや簡単なデ
モ実験で示しつつ解説する。産業衛生関連の技術志願学生のみならず、各
分野で働く社会人としても有用となるような知識を与える。

医薬品合成化学 ほとんどの医薬品は有機化合物であり、単純な有機化合物からの合成、も
しくは天然有機化合物からの誘導によって作られている。よって、医薬品
そのものを新規に開発するためには有機合成化学の知識は必須である。
本講義では有機化合物の合成という視点に立ち、有機反応を反応別、すな
わち炭素̶炭素結合形成反応、環構築反応、酸化還元反応、さらに保護基
と逆合成の概念について学ぶ。

ケミカルバイオロ
ジー 

ケミカルバイオロジーは、分子生物学的な手法に加えて有機化学的な手法
も駆使し、核酸や蛋白質など、生体内分子の機能や反応を分子レベルから
扱う。その基礎として、生化学に関わる反応のメカニズムを有機化学的、
理論化学的に理解することは重要である。化学反応のメカニズムや理論に
おいて重要な項目を取り上げ、生化学反応（酵素反応）のメカニズムを有
機化学・無機化学の基礎をふまえて解説する。また、酵素学、タンパク質
化学、あるいは核酸化学の観点から、実験手法としての応用の一端を紹介
する。

自
　
由
　
科
　
目

インターンシップ 実社会の一員として職業に就き仕事をするということの意味を学ぶことが
本科目の目的である。そのために生命科学関連企業等に協力を依頼し、実
際に企業等の仕事の現場に赴き、実際の仕事を体験する。
この科目の履修を通じて、社会の成り立ちについての理解を深めるととも
に、大学における勉学の目的をより明確なものにすることが望まれる。

生命科学と社会
（応用演習）

製薬企業の経営シミュレーションゲームを通じて、社会人として必要な基
礎力を育てることを目的として実施する。具体的には、「インフルエンザ
治療薬ケース」を用いて、様々な専門知識やフレームワークなどのスキル
を身に付け、市場性を検討したり、実際の開発から販売の流れをたどりな
がら、最終的にマーケティング戦略を策定する。この過程で、グループ討
議や成果発表を重ねることによって、前に踏み出す力（Action）、考え抜
く力（Thinking）、チームで働く力（Teamwork）などの「社会人基礎
力」を身に付けることができる。併せて、製薬企業の業務内容を知り、社
会的な役割を知ることもできる。
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教育心理学 教育への教育心理学からのアプローチの意義を解説し、それを踏まえて人
の「育ち（発達）」の多側面にわたる理解を図る。さらに、学習の心理に
ついては、「学びの理解」という形で、学習の原理から実践への応用可能
性も含めた理解を図る。障害のある幼児、児童及び生徒にかかわる課題つ
いては、「特別支援の理解」という形で、その考え方、障害の特徴、障害
に応じた支援のあり方という側面からの理解を図る。

理科教育法Ⅰ 最初に、わが国の教育は学習指導要領に沿って行われることを理解し、戦
後および「ゆとり」教育時代、そして現在の理科教育の特徴を学ぶ。次に、
教育課程の編成や指導法の検討、教材作成を行う上での参考とすることを
目的に、わが国の科学と理科教育の流れを学ぶ。西洋的自然科学の思想が
日本の鎖国時代の中でどのように芽生え、且つそれがどのように受け継が
れ、日本国民皆学の思想に如何に結びついていったかについて概観する。
当講義では、宇田川榕庵の「舎密開宗」、福沢諭吉の自然科学書「窮理図
解」を紹介し、当時の科学教育の先駆けを学ぶ。戦後は理科の学習指導要
領の変遷について学ぶ。また、後半では理科で扱う各領域の主な教材を通
して、指導法を学び、課題演習を行い実践的な指導力を身につけさせる。

理科教育法Ⅱ 学習指導要領と理科教育の意義・編成・方法等を講義する。学習指導要領
の内容について、具体例を通して学ぶ。学習指導案の作成及び指導案に基
づいた模擬授業を行う。

理科教育法Ⅲ 理科は"What is the nature of scientific study?" 科学は疑問から始ま
り、思考と行動で解決へ進む分野である。思考と行動から始まるといって
も生徒が自分ひとりではじめからこれを実行することは難しい。そこには
理科教師の適切な指導が不可欠である。それにはあらかじめ教師が理科的
専門知識を有していなければならない。その上で生徒たちに分かりやすい、
そして興味を持たせる授業を展開しなければならない。そのため学習指導
案を作る必要がある。
そこでこの講座では理科の分かる授業を展開するための授業用指導案の作
成、またその指導案を使用した模擬授業を実施する。また学外授業を取り
組み、野外学習をする。 

生徒・進路指導論 生徒指導は、学校における教育活動の中で、重要な教育機能の一つである。
そこで、生徒指導の原理とその教育機能についての十分な理解なしでは、
学校の教師として、教育活動は行えないのである。
本講義では、教育における「個性尊重」「個性伸長」との関係から、生徒
指導とは何か、どう指導援助するかについて考えてみたい。

教育相談 教育現場での教育実践を効果的に進めるためには、児童生徒の成長発達の
プロセスと性格形成・個人差や個性、そして彼らがもつ問題や悩みについ
て、的確に理解して対応することが必要である。そのような教育実践に必
要な基礎的知識・技能が期待されて設けられたのが本講領域である。
一般教育での心理学や前期の教育心理学をベースに、臨床心理学・相談心
理学の領域から学び、学校現場で活かされるカウンセリングの知見や技術
的な実際を学習する。

授業科目の概要
④ 教職科目
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教育実習Ⅰ 本学では教育実習は4 学年に3 ～ 4 週間にわたり実施している。この期間
は各実習校に行って各自実習することになるが、この実習はこれまでに教
職課程の各授業で学習してきたすべての総決算の場である。この場に中途
半端な気持ちで立つことは厳禁である。それ故、教育実習を実施するに当
たり、教育実習とはどのような意義をもち、どのように対処していくべき
かを理科教育法の講義と関連づけながら、1. 実習前に行うべき事、2. 実
習期間中に行うべき事、3. 実習終了後に行うべきこと、以上の3 点にわた
り集中講義で具体的に講義する。

教育実習Ⅱ 教育実習は4学年で3～ 4週間実施している。この期間、各実習校に行っ
て各自実習することになるが、その実習校で実習がしっかりできたかどう
かを把握するため実習生活の発表をしてもらう。この際、教職課程を履修
している3年生もこの報告会の参加を義務づけ、次年度の教育実習への参
考とさせ、あわせてその報告会へ参加の実習生（4年生）、3年生および教
職課程委員会の教職員の間の交流会の場とする。また実習生には実習校で
の研究授業に使用した指導案、教育実習の記録を提出させる。その上で、
教育実習の成果を総合的に把握する。

教職実践演習
（中・高）

4年間の総まとめとして、講義で学んだ知識と実習で得た経験を振り返る
とともに、より発展的な内容について調査・議論・発表・演習を行い、教
職についての理解を深めること、教員としての資質を養うことを目的とし
ている。
本演習においては、①グループ討議およびロールプレイング（教職の意義、
教員の役割、保護者や地域の関係者との人間関係の構築、学級経営等の
テーマを扱う）、②調査・研究（現在の教職・教育の現状や課題について）、
③模擬授業を行う。本演習を通じて、教員としての自覚を養うとともに、
職務上遭遇するさまざまな課題を解決する能力を伸ばせるよう、積極的に
取り組むことを期待する。


